







































































日本では、専門職大学院制度が 2003 年度より始まり、2004 年度からは新規の大学院が
専門職大学院として開設されるようになった 1)。この制度は、法曹養成の動向に大きな影
響を受けつつも、大学院に学ぶ社会人の増加とも大きく関わっている。現在、日本の大学









































































































いて倫理申請を行った。研究倫理の承認後、各大学院に打診し、教員候補を決定 5）した。   
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 インタビューは半構造化インタビューの手法で、各 60 分をめどに実施し、調査者側は
研究代表者又は分担者の 2～3 名が参加した 6）。インタビューでは、研究協力者に趣旨を
説明し、同意のもと録音を行い、逐語録を作成した。本調査では、インタビュー手続きの











基づいて生成した。この作業は、質的分析ソフトである MAXQDA を用いて行った。  
②分析ワークシート作成 





タのある概念（目安は「2 名以上」で「発言数が 5 つ以上」）についてカテゴリ化を行った。  
(2) 分析結果の共有 
 結果については、分析ワークシートと、全体の特色をまとめ文書を共同研究班で共有し、












 分析の結果、31 の概念が生成されたが、上記の基準から 6 つの概念を除外した。そして
複数教員から豊富なデータが得られた 25 の概念についてカテゴリ化を行い、当初 9 つの
カテゴリにまとめられた。その結果は表 1 の通りである。  
 
表 1 分析の結果得られた 25 の概念 7） 
カテゴリ 概念（カッコ内は発言の該当数） 


















大学院の変化（2） ・大学院としての成熟（9） ・専門職大学院の向かう道 
研究倫理（2） ・研究倫理と公開・非公開（11） ・研究倫理の問題（10） 
個別性の高い事柄（2） ・今やっていること・取組（9） ・今後の改革動向（11） 
（太字斜体は、本共同研究において重要となる 10 の概念を指す）  
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ここで、表 1 で太字で示した 10 個の重要概念を RQ 別に再構成した。以下、カテゴリ









 RQ3 に関しては、RQ1・2 をもとに検討するため、両者に関わる全ての概念が対象とな


































































































して、B も C も本人が「気づく」こと、「あくまで自分で」考えることを重視している。  
D は、異学年で学ぶことで、研究や課題意識が「深まっていく」ことを指摘する。A の
大学院でも、2 年制課程で学ぶストレートマスターの修士 1 年（未経験・初心者）、同修士
2 年（経験少ない・知識多い）、そして 1 年制課程で学ぶ現職の修士 1 年（経験多い・知識
少ない）の「三角構造」が教育上重要であるとしている。それは、経験者が、経験に偏り
すぎずに「一日の長がある、1 年分勉強している」2 年生に学び、同時に、ストレートマス






























































表 2 修士論文と課題研究の違い（＊は各教員の私見の要素によるもの）  














































































































































う仕組みを採っている。特に 1 年目は課題の焦点化に力点を置き、2 年目に現場での実践
における探求と、探求に基づいたまとめの作成を行っている。2 年目のプロジェクト研究
Ⅱは教育実地演習という現場での実践と併せ行うことで効果を狙う方式、基本的には、教
員ごとの 1 対 1、ないしは 1 対多の指導が中心の方式で行われてきたが、他大学院へのイ
ンタビュー調査からは、課題研究の在り方、その質の担保について、さらに改善の余地が






































 星槎大学大学院教育実践研究科は、2019 年度に発足 3 年目を迎えた。転入学生もおり、
2018 年度末までに 2 回修了生を送り出し、2019 年度 3 月までにさらに 2 回の修了生を送





















に知識・能力を向上させてはいなかったことを述べている（吉田文，2014:223 頁）。  
5）教員の選定では依頼先大学院側に紹介いただいた事例と、教員に直接連絡をした事例がある。  
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A Study on Research Guidance in Professional Graduate Schools of 
Education, Focusing on Theoretical Reframing of Work Experiences  
 
Haruko Ishihara1 





This paper presents an interview survey on Practice Research and Master of Education 
(professional degree), which was carried out by the Joint Research on the Graduate 
School of Practitioners in Education at Seisa University. It also summarizes the outline  
of this study and recommendations for the implementation of professional development. 
Interview targets were faculty members of five graduate schools (including professional 
graduate schools); the questions focused on the system for supporting adult professional 
students, the nature of their learning needs and styles, and the guiding principles for 
educating them. The interview was analyzed by Modified Grounded Theory Approach. 
It became clear that the faculty members are guiding students to learn beyond solving 
problems through practice, they think that theoretical reframing of work experiences is 
not based on either mere theory or mere work itself. In addition, it became clear that the 
theoretical reframing means to reframe work experience by both problem recognition 
on work and theoretical framework. Finally, we, the faculty members re-envisioned the 
curriculum of ‘project research’ based on the findings of this study.  
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